
 
 
 
 
 
 

 

身近な安心・安全を一緒に考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都市では，市民の皆様が犯罪や交通事故の被害に遭わない安心して安全に暮ら

せるまちを目指し，京都市の安心安全の羅針盤となる「第３次京都市生活安全（防

犯・交通事故防止）基本計画」の策定に向けて，検討を進めております。 

 この度，学識経験者や各種団体の代表，市民公募委員等で構成する京都市生活安

全施策審議会をはじめとする関係機関との議論等を経て，計画の案をとりまとめま

したので，市民の皆様からの御意見を募集いたします。 

 

 

募募集集期期間間  令令和和３３年年１１月月２２９９日日（（金金））～～令令和和３３年年３３月月１１日日（（月月））【【必必着着】】  

 

 

 

 

 

 

 

＜提出方法＞ 

 京都市ホームページの意見募集フォーム，郵送，FAX，電子メール，持参等で御提出ください。 

 様式は自由です。本リーフレット中の「御意見記入用紙」も御利用いただけます。 

 

＜応募先及び問合せ先＞ 

 〒６０４－８００５ 京都市中京区河原町通三条上る恵比須町４２７番地 京都朝日会館４階 

           京都市文化市民局くらし安全推進部くらし安全推進課 

 【電 話】０７５－２２２－３１９３ 

 【ＦＡＸ】０７５－２１３－５５３９ 

 【電子メール】kurashianzen@city.kyoto.lg.jp 

 【意見募集フォーム】https://sc.city.kyoto.lg.jp/multiform/multiform.php?form_id=4374 

（※ 上記応募期間中にアクセスできます。） 

こちらから意見募集フォームへ 

パブコメくん 

あなたの御意見をお待ちしています！ 

第３次京都市生活安全（防犯・交通事故防止）基本計画（案） 

について，市民の皆様の御意見を募集します！ 

 

【柱３】新たな社会状況の変化に対応した取組の推進 

 情報通信社会の進化・多様化に伴うサイバー犯罪被害の危険性，新型コロナウイルス感染症による

影響，地域コミュニティの形の変化，再犯防止等，複雑化・多様化する社会状況の変化に対応した取

組を実施してまいります。 

 さらに，どのような状況下においても，地域等による「自分たちの地域は自分たちで守る活動」を

継続・発展することができるよう，地域等の防犯・交通安全活動に役立つ情報を積極的に発信してま

いります。 

＜主な推進施策例＞ 

 〇 サイバー犯罪被害防止のための市民意識向上の取組 

 〇 再犯防止対策の推進 

〇 地域等による取組の好事例や最新の犯罪情勢等の積極的な情報発信 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 犯罪情勢の変化，新たな状況変化等を踏まえ，注力すべき重点取組を検討して毎年度作成する実施計

画の中に盛り込むなど，その時々に応じたきめ細かな取組を推進します。 

 

 

 

 計画策定時に発行する計画冊子には，「見せる防犯の活動例」「犯罪者に狙われやすい行動」「交通事故

防止の対策」等，市民の皆様に役立つ防犯・交通事故防止の情報を掲載します。 

 

＜京都市情報館ホームページ＞ 

https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/bunshi/0000279727.html 

（※ 応募期間終了後，公開を中止する場合があります。）  

  

第５章 計画の推進及び進化 

第６章 その他 

 本リーフレット掲載の計画（案）は概要版です。 
全文は，以下のホームページに掲載しています。 

（左）くらしあんぜんクン 

（右）くらしあんしんクン 

 
京都市文化市民局くらし安全推進部くらし安全推進課 

令和 3 年１月発行   京都市印刷物第０２４６９９号 

世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動 

平成２６年７月，京都市と京都府警察は，相互に連携し，地域との協働の下，

地域の特性や課題に応じた，安心安全のためのソフト・ハード両面の取組を協働

して推進することなどを内容とする協定を締結（協定期間：令和２年度末まで）

し，取組を展開してきました。 
≪今後の展開≫ 

 ○ 京都市と京都府警察は，新たに協定を締結（協定期間：令和７年度末まで） 

○ 第３次京都市生活安全基本計画における防犯面の主力事業の一つとして位置づけ 

○ これまで展開してきた推進運動を土台として，市民・事業者等と連携し，推進運動を深化・発展 

 ３つの重点戦略（柱）すべてに関連 

ここから計画（案）全文へ 



 

 

 「京都市生活安全条例」に基づき策定される，生活安全施策を総合的かつ計画的に推進するための「市

民及び観光旅行者等の安全の確保に関する基本的な計画」です。 

今回，意見募集をするのは，条例に基づく３回目の計画であり，以下の６つの章で構成しています。 

 

 

 

これまでの取組及び成果 

〇 現行の第２次基本計画（取組期間：平成２３年度～令和２年度）のもと，「京都市犯罪被害者等支援

条例」「京都市暴力団排除条例」等の新たな条例を施行 

〇 平成２６年７月に京都府警察と協定締結し進めてきた「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 

市民ぐるみ推進運動（※裏表紙中段を参照）」は，５２２団体が参画する市民総ぐるみの運動に発展 

〇 １，８００台以上の防犯カメラを設置補助（令和元年度末時点） 

〇 様々な取組の結果，刑法犯認知件数や交通事故発生件数は

10 年間で大きく減少 

 

計画期間 

 令和３年度から令和７年度までの５年間 

 

 

 

 

 様々な取組を進めてきた結果，刑法犯認知件数は 10 年間で 63％減少（H22：27,832 件→R1：

10,405 件）し，安心して暮らせるまちであると思う市民の割合（体感治安）も一定上昇（H22：38.9％

→R1：47.0％）した一方で，新たな課題も見えてきました。 

【行為者の低年齢化】薬物乱用や SNS 等を通じた加害など１４歳未満の触法少年の増加の懸念 

 【犯罪被害の多様化】情報通信技術の進展に伴うサイバー犯罪被害の増加，特殊詐欺の手口の巧妙化 

 【体感治安の伸び悩み】全国的な凶悪事件の発生等による不安 

 【交通安全対策】高齢運転者が関係する交通事故，あおり運転，ながら運転による交通事故 

 【その他】防犯活動従事者の担い手不足，新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた防犯の取組 

 

 

 

 

将来像（基本理念，目指すべき社会） 

【基本理念】 

 すべての世代の，より多くの市民等による活動や発信などにより，市民全体の安心安全を形成していく 

【目指すべき社会】 

 ① 個人・団体・事業者などあらゆる活動主体が防犯活動等に取り組んでいる社会 

 ② どのような状況下においても防犯活動等が継続できる社会 

 ③ 犯罪が発生し，被害が生じても，それを乗り越えて，安心して，暮らせる社会 

 

第１章 はじめに 

第３次京都市生活安全（防犯・交通事故防止）基本計画とは・・・ 

第２章 現状と課題 

第３章 重点戦略（３つの柱）と成果指標 

63%減 65%減 



 

重点戦略（３つの柱）について 

 

成果指標について 

 

 

 

 
 
 
 

※ 交通安全に関する指標は，令和３年度中に策定予定の第 11 次京都市交通安全計画に委ねる。 

 

 

 

 

 ３つの重点戦略（柱）に基づき，様々な施策を推進いたします。 

【柱１】犯罪抑止・交通事故防止のための環境づくりの推進 

 様々な活動主体が一体となった体制を一層強固なものとし，個々の犯罪への対策をきめ細かに実

施するとともに，犯罪に繋がる可能性のある行為（消費者トラブルなど）への取組も進めるなど，犯

罪抑止・交通事故防止のための環境づくりを推進していきます。 

＜主な推進施策例＞ 

 〇 防犯カメラ設置促進補助事業 

 〇 様々な情報媒体を活用した市民等の防犯意識向上のための広報啓発活動の推進 

 〇 高齢運転者事故防止支援事業 など 

 

【柱２】地域における「見せる防犯」の拡大 ～防犯活動の活性化～ 

より多くの地域住民が防犯・交通安全活動に参加できるよう，あらゆる機会をとらえて働きかけを

行います。また，「見せる防犯（※）」を拡大させることで，犯罪企図者に「この地域には入りにくい」

と思わせ，地域全体の防犯力の向上を図ります。 

＜主な推進施策例＞ 

 〇「見せる防犯」普及促進事業 

 〇 地域コミュニティ活性化策の推進 など 

【柱１】犯罪抑止・交通事故防止のための環境づくりの推進 

 （１）犯罪や交通事故が発生しにくい環境の整備 

（２）市民一人一人の防犯力，交通事故防止力の向上 

（３）犯罪等による被害が生じた場合の被害者等の支援 

【柱２】地域における「見せる防犯」の拡大 ～防犯活動の活性化～ 

 （１）市民・事業者等が防犯活動等に積極的に参加できるための取組の推進 

（２）地域における身近な防犯の目を増加させる取組の推進 

【柱３】新たな社会状況の変化に対応した取組の推進 

 （１）急速に進化・多様化する情報通信社会への対応 

（２）すべての人が安心・安全を感じることができる地域共生社会の実現 

（３）予測できない，突発的な危機にも対応し，絶やすことのない持続可能な防犯活動の推進 

指 標 目標（令和７年度まで） 

刑法犯認知件数 

≪安全を測る指数≫ 

１万件以下を維持 

（京都府警察において認知した京都市内の刑法犯の発生件数） 

体感治安 

≪安心を測る指数≫ 

５０％以上 

（市民アンケート調査等において安心して暮らせるまちであると回答した人の割合） 

第４章 重点戦略に基づく施策の推進 

 防犯活動の存在を視覚的に訴えることで犯罪抑止効果
を高める取組。 

 

（例）・「パトロール中」プレートを掲げて見守り 
   ・防犯標語やポスター等の掲示 など 

 ※「見せる防犯」とは・・・ 



 

【柱３】新たな社会状況の変化に対応した取組の推進 
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〇 地域等による取組の好事例や最新の犯罪情勢等の積極的な情報発信 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 犯罪情勢の変化，新たな状況変化等を踏まえ，注力すべき重点取組を検討して毎年度作成する実施計

画の中に盛り込むなど，その時々に応じたきめ細かな取組を推進します。 

 

 

 

 計画策定時に発行する計画冊子には，「見せる防犯の活動例」「犯罪者に狙われやすい行動」「交通事故

防止の対策」等，市民の皆様に役立つ防犯・交通事故防止の情報を掲載します。 
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